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池田思想における「人間観」への一考察
―万人の生きる理念を学ぶ―
石 野 日 出 夫
はじめに
　「三
さん
界
がい
は安きことなし　猶
な
お火
か
宅
たく
の如し」１）と釈尊は言った。それは六道輪廻か
ら抜け出せない衆生に警告を発している言葉であるが、三界（この世）は燃えてい
る家のようなもので、少しも安らぐことはできないというのである。
　この言葉がそのまま当てはまる程、いま世界は不安定さを増し、人々は日々不安
な状況に包まれているのではないだろうか。
　一つは、地球規模の自然災害の発生である。突如起こる大地震や大洪水は各国・
各地域で甚大な被害をもたらしている。わが国においても東日本大震災２）〈20（平
成23）年3月日〉をはじめ、近くは御嶽山噴火〈204（平成26）年9月27日〉や熊本、大
分で相次いで起きた大地震〈206（平成28）年4月4日以降〉なども記憶に新しい。高台
では土砂崩れ、海辺では津波、そして住宅地では液状化現象と、どこにあっても安
住の地とはいえない状況にさえある。事前の予防・事後の対策は施すものの、大自
然の脅威の前に人間はなす術を失っている感がある。
　もう一つは事故・事件の多発である。これらは言うまでもなく人的要因によるも
のである。列車の衝突、大火災等予測のつかない事故により多くの人命が失われて
いる。国際的には、想像もつかないおぞましいテロなどの凶悪事件により、理由
もなく人命が奪われている。中でも米国で起きた同時多発テロ事件〈200（平成3）
年9月日〉は世界中に衝撃を与えた。そして、そこから報復の連鎖が激しさを増し
た。３）また、わが国における大きな事故としては、東日本大震災による地震・津波
の影響で発生した福島第一原子力発電所事故が記憶に新しい。避難のため、多くの
人が故郷を追われた。避難先でいじめに会う子供の問題が表面化している。そして
交通事故の死亡記事が新聞等のマス・メディアに、ニュースとして報道されない日
がないくらい頻繁に起こっている。また、殺人事件もしかりである。しかも日々、
凶悪さを増し、多発化し日常化しつつある。そのため、一つの事件に胸を痛める間
も無く次々起こることに閉塞感を抱く人も多いのではないだろうか。事故・事件は
人間が人間を不幸に追いやる出来事である。だが事故とても、知恵をめぐらせば予
測可能のものもある筈である。そして不可避と思われる自然災害すらも、確かに自
然物理現象が根本要因であろうが、地球温暖化のように、人間に要因があることも
多いのである。すなわち今日の不安な状況は、かなりの部分が、人間が引き起こし
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たものであるといっても過言ではないのである。
　人間社会のこうした状況を見る時、我々の脳裏に、今日と似通った状況下におけ
る歴史的事実が蘇る。
　それは 995（平成7）年、池田 SGI 会長が創価学会の機関誌『大白蓮華』２月
号より「法華経の智慧」の対談を開始したことである〈999（平成）年6月号で終了〉。
この年の前後には様々な衝撃的出来事が起こっている。99（平成3）年のソ連共
産主義体制の崩壊がその筆頭にあげられる。そして我が国においても、988（昭和
63）年月25日、埼玉県三郷市において史上最悪な殺人事件といわれる「女子高
生コンクリート詰め殺人事件」が起きている。加害者はすべて少年（当時）であっ
た。また 990（平成2）年7月6日、兵庫県立神戸高塚高校において、同校の教諭
が登校時に、遅刻を取り締まる目的で校門を閉鎖した時、女子高生が校門にはさま
れ死亡するという「校門圧死事件」が起きている。加害者が教師で被害者が生徒と
いう、教育の現場で起きてはならない事件であった。これらの事件の特異性や凶悪
性は国民に大きな衝撃を与えた。それゆえ社会に不穏な空気が漂っていた。そして
対談の年995（平成7）年月7日、兵庫県南部地震による大規模地震災害である
「阪神・淡路大震災」が発生し、さらに同年3月20日にはオウム真理教によるおぞ
ましい化学テロ「地下鉄サリン事件」も起こっている。社会が騒然とし、やがて閉
塞感が漂った時代である。今思えば、こうした状況が、今日の社会の様相の予兆で
あったような気がしてならない。「法華経の智慧」の対談は次代を予見し、その警
鐘を鳴らしたように思われる。佐藤優は、そのことについて次のように語る。
「『二十一世紀は危機の時代になる』などとは、ほとんど誰も思っていなかった
のです。
　　そうした中にあって、『法華経の智慧』は現在のような『危機の時代』の到
来を予見していました」「仮に『法華経の智慧』が今年連載されていたとしたら、
そのなかの国際情勢についての言及は、当たり前の話に思えたでしょう。そう
ではなく、約二〇年前に現今の『危機の時代』を予見していた点に、鋭い先見
性があるのです」「池田会長の未来を見通す慧眼は、私には『預言者のようだ』
と感じられるのです」「仏法を究めた人ならではの鋭敏な認識力・直観力によ
って、未来を見通すのでしょう。そうした力は、池田会長のほかの著作からも
感じ取れます」（佐藤206‐207，0：57頁）。
　当時、とかく人心不安になりがちな時代に始まったこの連載が、創価学会員のみ
ならず、その他の人々にとっても、どれほど希望を与え、大きな光明となって社会
に広がったかは想像に難くない。
　対談の冒頭、池田 SGI 会長は、時代の様相と法華経を語る意義を述べた。
「冷戦後の今は、『哲学の空位時代』ともいえる。指導的哲学がなくなってしま
った。ゆえに、今こそ私は、古来『経の王』といわれる法華経を語りたい」（池
田996‐999，：3頁）。
　この対談の、対談形式という読みやすさと希望に満ちた連載を人々は毎回、心待
ちにしていたのである。
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　人間は誰しも「よりよく生きたい」、そのために「何かを探している」といえる
だろう。だが人間は自らの存在が何であるか、それすらも十分に認識しているか疑
問である。だが、そうした根本的な問題を追究せずして真の心の安寧を保つことは
難しい。複雑化した社会の中で、真の幸福めざして生きることは困難を極める。し
かし実際にはその確たる答えがないまま人は迷いながら努力し、生きているのが現
状ではないだろうか。人間とは何か。人間どう生きるべきか。こうした命題に立ち
向かい生きる術を求める人々にとって、否万人にとって、池田 SGI 会長の思想が光
り輝くと筆者は確信している。
　本稿は、人間に光を当て仏法を根底にした理念を、池田思想の人間観としてとら
えるものである。現代人が戻るべき原点としての人間観を池田思想に求め、そこか
ら万人の生きる道の指針を得るべきであることを意図したものである。
Ⅰ　池田思想における「人間観」
１　宗教の必要性
　人間観―人間をどう見るか。そして人間とは何か。前述したようにこれらは人間
にとって根本的命題であり、種々の学問分野及び哲学で明らかにする努力はされて
いる。しかし生きる羅針盤として、万人が確たる哲学と成し得ているかと問えば、
それは今日も課題であることは論を俟たない。
　人間をおおもとから解き明かし、日常的に生きる糧とでき、日々充実感を得る
もの、それを宗教に求める人々も多い。宗教の定義は一様に定まってはいないが、
『広辞苑』には次のようにある。
「神または、なんらかの超越的絶対者、あるいは卑俗なものから分離され禁忌
された神聖なものに関する信仰、行事。また、それらの連関的体系」（新村出編
955，37頁）。
　では、なぜ宗教が超越的存在や神聖なものに向かう必要があるのか。人間を超え
たような存在を想定する理由は何か。このことについて池田 SGI 会長は、人間の死
という問題に触れて、993（平成5）年9月24日のハーバード大学での講演におい
て次のように述べている。
「何よりも死によって、人間は己が有限性に気づかされるからであります。どん
なに無限の『富』や『権力』を手にした人間であっても、いつかは死ぬという
定めからは、絶対に逃れることはできません。この有限性を自覚し、死の恐怖
や不安を克服するために、人間は何らかの永遠性に参画し、動物的本能の生き
方を超えて、一個の人格となることができました。宗教が人類史とともに古い
ゆえんであります」（池田996a，9頁）。
　人間の有限性。人間は必ず死ぬ。そうした問題は永遠性の認識なくしては思考し
得ない、まさに人類の歴史とともに宗教は始まったというのである。ここに宗教へ
の言及は人間観を明かす重要な鍵となると考える。ルソーは『社会契約論』のなか
で「市民宗教」について説いている。それはプロテスタントのキリスト教をよしと
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して、宗教を個々の市民が自由に信仰できるようにすることが必要であるとしてい
る。４）
　またトインビーは池田 SGI 会長との対談において宗教の必要性について次のよう
に述べている。
「私もあなたと同じく、宗教こそは人間本性にとって必要であり、不可欠な一部
をなすものであると考えている」（池田・トインビー 2002，343頁）。
　さらに優れた宗教を選択する大切さにまで言及してトインビーは語る。
「われわれは、何らかの宗教をもたないかぎり、人間ではありえません。そこで
なされるべき選択は、宗教をもつかもたないかの選択ではなく、優れた宗教を
もつか、劣れる宗教をもつかの選択なのです」（同343‐344頁）。
　この優れた宗教の選択の重要性については、池田 SGI 会長は『法華経の智慧　第
一巻』において、次のように述べている。
「宗教は、使い方によっては〝悪魔〟となる。人々を結びつけるべき宗教が利用
され、かえって分断を煽っている。これほどの不幸はない。
　　どこまでも『人間のための宗教』が根本とならねばならない。『宗教のため
の人間』では絶対にない。『二十一世紀の宗教』の、これは根本原則です」（池
田996‐999，：7頁）。
　そして、先に述べた冷戦後の「哲学の空位時代」に触れ、
「こういう一大転換期に、人類を結ぶ新しい統合の原理を教えたのが、釈尊の教
えであった。そして、その精髄が法華経です」（同20頁）
と言っているのである。まさに法華経こそが二十一世紀の宗教であり、仏法理念を
根本とする池田思想の根幹をなす部分になるのである。では、法華経で説く人間観
とはどのようなものか考察していきたい。
２　法華経の人間観―『法華経の智慧』を中心に考察する―
（１）法華経の意義
　995（平成7）年当時に「法華経の智慧」の対談で語られた池田 SGI 会長の宗教
論・哲学が、二十一世紀に入り、6年余を経た現在、一層の光彩を放っている。今
もなおさらに激しい変動の時代となっているからである。
　その考察に入る前に、ここで、法華経の意義と人間観を探るうえで、もう一つ押
さえておきたい事柄がある。それは、「法華経の智慧」の対談が『大白蓮華』で連
載を開始した、その３ヶ月後、すなわち 995（平成7）年5月4日より創価学会の
機関紙「聖教新聞」に池田 SGI 会長による「法華経方便品・寿量品講義」の連載も
始められたのである〈996（平成8）年3月3日終了〉。この二つの池田 SGI 会長の連載、
すなわち「法華経の智慧」の対談と「法華経方便品・寿量品講義」が、閉塞感漂う
社会の中へ、民衆の中へ確かなる精神基盤として広がっていったのである。それら
を踏まえて、法華経における人間観の考察を進める。テクストは『法華経の智慧』
第一巻から第六巻である。全巻を通しながらも、人間の本質と、これからの時代を
生きる人間のあり方について具体的に解き明かしている部分を取り上げながら考察
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を進めていく。各巻で取り上げている経文は次のようになっている。経文の名称の
みを記す。
第一巻　序品　方便品
第二巻　譬喩品　信解品　薬草喩品　授記品　化城喩品　五百弟子授記品・授
学無学人記品　法師品
第三巻　見宝塔品　提婆達多品　勧持品　安楽行品　従地涌出品
第四巻　如来寿量品
第五巻　分別功徳品　随喜功徳品　法師功徳品　常不軽菩薩品　如来神力品　
嘱累品
第六巻　薬王菩薩本事品　妙音菩薩品　観世音菩薩普門品　陀羅尼品　妙荘厳
王本事品　普賢菩薩勧発品
　この中から、方便品、法師品、如来寿量品、法師功徳品、常不軽菩薩品を取り上
げて考察を進める。
　なお、この『法華経の智慧』については、佐藤優が、「希望の源泉　池田思想を
読み解く」と題し、『法華経の智慧』についてのインタビュー形式の記事を雑誌『第
三文明』に 206（平成28）年8月号より連載〈本稿執筆現在の 207（平成29）年3
月号にも連載継続中〉しているので、それらを一部引用しながら考察していきたい
と考える。
　佐藤優は『法華経の智慧』の著作の意義についてこう述べている。
「（連載開始の 995年は）ソ連崩壊で共産主義という一つの価値観が崩壊し、世
界に巨大な思想的空白が生まれた。その空白を埋めるため、ナショナリズムと
いう危険な思想が世界に蔓延しかかっていた。そのような節目の時代にあって、
人類がナショナリズムの方向に進まず、平和な二十一世紀を生きていくための
『人間主義の思想書』として構想されたのが、『法華経の智慧』だったのでは
ないでしょうか」（佐藤206‐207，8：53頁）。
　「巨大な思想的空白」を埋めて、平和な二十一世紀を生きるために構想された、
それが『法華経の智慧』だったのではないかというのである。
　法華経については学者もその卓越性を讃嘆する。三枝充悳は、
「ほとんどすべての法華経の解説書・論文は、『法華経ほど多く読まれた経典は
ない』という文章で始まっている」（三枝充悳990，前書き）
と述べ、三枝自身もこの文章を冒頭に書くと述べている。また中村元は、
「『法華経』は大乗経典のなかの代表的な経典で、昔から『諸経の王』とよばれ、
もろもろの経典のなかの最高のものであるとして、広くアジア諸国で信奉され
てきました」（中村元2003，5頁）。
と記している。そして『法華経』はサンスクリット語で「サッダルマ・プンダリー
カ・スートラ」といい、サッダルマは「妙法」とか「正法」と訳され、正しい教え、
すぐれた真理、あるいは最高の真理を意味し、プンダリーカは白蓮華のことで、イ
ンド人は白い蓮華の花を至上の最高の花と思っているので、そのようにすばらしい
経と譬えており、スートラは経典のことであると説明している。
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　すなわち法華経が最高の経であり、広く読まれていることを示している。
　では、その法華経は人間をどのようにとらえているのか考察していこう。
（２）法華経の生命尊厳思想―人間生命に内在する善性―
　そもそも人の本性は善か悪か。昨今の人間社会は古くて新しいこの問題を想起さ
せずにはいられない。何故なら、先に述べたように、テロや殺人事件などの頻発は、
とても人間の仕業と思えない出来事であるからである。人間が、なぜこのようなこ
とが出来るのか。それほど人間は悪性なのか。ここに「性善説」と「性悪説」の議
論が想起される。これらの説をみてみよう。
「性善説　中国，孟子の道徳説の根本問題．孟子によると，すべての人は惻
そく
隠
いん
（あ
われみいたましくおもう），羞
しゆう
悪
あく
（不善をはじにくむ），辞
じ
譲
じよう
（目上にへりくだり
譲る），是非（正邪を判断する）という四つの感情をそなえている．この四つの
感情は端緒（四端）であって，道徳そのものではない．だが，これを拡充すれば，
仁・義・礼・智の四つの徳が，それぞれ四端を母体として成立するという．四端は
道徳的価値を指向するものであり，人は生得的に善となる可能性をそなえているわ
けであり，その本性は善であることになる．それでは，性の善なる人間が，悪事を
はたらくことがあるのはなぜか．それはおかれた環境による．しかし人間が悪に走
る性質をまったくもたないものならば，いかなる環境でも悪事をはたらくはずがな
い．孟子の性善説では悪の起源を十分に説明することができない．そのため宋の朱
しゆ
熹
き
（子）は孟子の性善説を継承しながらも，人の性を〈本然の性〉と〈気質の性〉
とに分けて，この難点を解決しようとしたのである．」（下中直人編988，354頁）。
「性悪説　中国，荀子の倫理説の中心概念．≪荀子≫の〈性悪篇〉には〈人の性は
悪なり，その善なる者は偽なり〉と説く．偽とは，作為のことで，後天的努力をい
う．人は無限の欲望をもち，放任しておけば他人の欲望と衝突して争いを起こし，
社会は混乱におちいるであろう．放任しておくと悪に向かう人の性，それは悪とい
わざるをえない．性の悪なる人間を善に導くためには，作為によって規制しなけれ
ばならない．先王が礼を作ったのは，人の欲望を規制して社会に秩序を確保するた
めであった．もし人の性が善であるならば，学問や教化などの偽は必要がない．学
問や教化が必要なのは，人の性が悪であるためであろう．孟子は〈人の性は善であ
り，環境や後天的条件によって本性を失い，その結果として悪をなすのだ〉と説い
たが（性善説），人の自然の性は外的環境によって失われることはない．環境によ
って悪事に走るのは，その潜在的な本性の悪が表面化したのである．」（同236頁）。
　以上が性善説・性悪説の概略である。いま「戦争の世紀　20世紀」を顧みる時、
人は争い、殺戮を繰り返す悪の面が強いと感じざるを得ない。また国際情勢の困難
な状況の中、「核兵器のない世界」の理念を時代潮流にとする運動の高まりの中で、
207年誕生した米の新リーダーが、ロシアの動向に反応し「核兵器の強力化、拡
大化」を声明している。対外的対策とはいえ、核兵器という人類にとって大量破壊
の目的以外一利もない、存在そのものさえ疑念のあるものを更に広めんとする発想
は、悪の性からしかあり得ないことである。さらに、アジアにも核兵器の更なる開
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発を進める国もある。半面に人間が互いに助け合い、文化を生み出してきた歩みは
善を思わせる。米とキューバの国交回復はその一つの象徴である。我が国において
も、20年の東日本大震災をはじめとする大災害等の時、多くのボランティアが全
国から集まった、その善の行為が脳裏に浮かぶ。人の性は善なのか、悪なのか。理
解に苦しむところである。
　人類のこのような状況を俯瞰して見る時、トインビーが言うように
「人間性にはある程度、善と悪とがともにそなわっている」（池田・トインビー 2003，
55頁）
とするのが自然と思われる。そして池田 SGI 会長も同意して述べる。
「仏法においても、生命には性善・性悪ともにそなわっていると説かれていま
す」「仏という最高人格においてさえ、性善・性悪は包含されているという」
（同上）。
　そこで、この性善・性悪について考察していきたい。『法華経の智慧』は、まず
人間の善性に言及する。方便品から見ていこう。その大意をまず述べる。大意は聖
教文庫『法華経並開結（上）創価学会教学部編』（974，38‐40頁）に詳細があるので
参照した。
　仏は三昧より安詳として立ち上がり、誰も問うていないのに自ら説く「無問自
説」の形で説き始める。そして、仏の言葉は、いきなり「諸仏の智慧は甚深無量
なり…」と始まる。諸仏の智慧とは、単に仏がもっている智慧という意味ではなく、
仏が仏に成る本源の智慧―法への悟達である。すなわち成仏の鍵が一体何であるか
を仏は説こうとしたのである。そして、それが「諸法実相」であり「十如実相」ま
た「仏知見」であるとしたのである。諸法を離れて実相はなく，九界を離れて仏界
はない。その仏知見は九界の衆生の生命の奥に厳然と実在するのであり、その秘め
られた仏知見を開き示し悟らせ入らしむることこそ、仏のこの世に出現した究極目
的なのである。それらの原理を舎利弗を相手に縷々説いていく。これが方便品の大
意である。
　「『仏知見』を開くために諸仏は出現した」という原理については方便品の次の文
に説かれている。
「諸仏世尊、唯以一大事因縁故、出現於世。（中略）諸仏世尊欲令衆生開仏知見、
使得清浄、故出現於世。欲示衆生仏知見、故出現於世。欲令衆生悟仏知見、故
出現於世。欲令衆生入仏知見道、故出現於世。」
「諸仏世尊は唯だ一大事の因縁を以ての故に、世に出現したまう。（中略）諸仏
世尊は衆生をして仏知見を開かしめ、清浄なることを得しめんと欲するが故に、
世に出現したまう。衆生に仏知見を示さんと欲するが故に、世に出現したまう。
衆生をして仏知見を悟らしめんと欲するが故に、世に出現したまう。衆生をし
て仏知見の道に入らしめんと欲するが故に、世に出現したまう」（創価学会2002，
20‐2頁）。
　この経文について、池田 SGI 会長は『法華経の智慧　第一巻』において次のよう
に述べている。
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「衆生の仏知見（仏界）を開かせるということは、衆生に仏知見がそなわってい
るということです。仏知見があるのは、衆生が本来、仏だからです。つまり
これは『衆生こそ尊極の存在なり』という一大宣言なのです」（池田996‐999，
１：46-47頁）。
　すなわち、仏知見とは尊極の生命であり、それを開くというのは、我々衆生の中
に、すべての人の生命に尊極の仏界の生命がそなわっている証明であるというので
ある。この生命に内在する仏性について、池田 SGI 会長はトインビーとの対談で九
識論を展開し、互いの一致点を見出している。下記に引用する。
「（古代インドの）無著、天親らの仏教学者は、眼
げん
識、耳
に
識、鼻識、舌識、身識
という五つの感覚的意識や、これらの器官の作用を司り統合する意識である第
六識の意識のほかに、第七識として末那識、第八識として阿頼耶識を考えてい
ました。
　　第七の末那識は思量識ともいい、深い思考を行う理性的な意識を指します。
デカルトの唱えた〝考える自我〟は、ここに含まれるでしょう。第八の阿頼耶
識とは、その奥にあって人間生命の法理を観照する精神の働きを指します。
　　ところが、その後西暦六世紀に中国に出現した天台（智顗）は、第八の阿頼
耶識のさらにその奥に、これらのあらゆる精神の働きを生ぜしめている本源と
しての、心の実体に到達しています。これが第九識の阿
あ
摩
ま
羅
ら
識
しき
（根本浄識）で
あり、ここから天台の仏教理論が展開されるわけです。仏法ではこのように、
古くから意識的自我の領域を超えて、生命の奥底を解明しようと試みてきたの
です」（池田・トインビー 2002，49頁）。
　この九識論に対し、トインビーは、天親や智顗らが自らの意識を用いて潜在意識
の下層部を洞察したとした上で、自らの信じる〝究極の実在〟をあげ、こう述べて
いる。
「ところで私はまた、人間精神の意識下にある淵底の究極層とは、じつは全宇宙
の底流に横たわる〝究極の実在〟とまさに合致するものであるとも信じており
ます」（同50‐5頁）。
　これに呼応し池田 SGI 会長は、「まことにおっしゃる通りです」と言い、
「第九識の根本浄識とは、個々の生命の本源的実体であるとともに、宇宙生命と
一体になったものであるとされています。（中略）博士のいわれる〝究極の精
神的実在〟は、仏法でいう宇宙の森羅万象の根源たる大生命―宇宙生命―にあ
たると考えられます」（同5頁）
と述べている。トインビーの「究極の精神的実在」それが仏法でいう「仏性」と一
致するとする時、その尊極の生命を秘めた人間の生命は、最大の価値ある宝である。
従って、その尊い人間生命を、いかなる理由があろうと損じてよい訳がない。その
意味で、人を殺傷する行為は許されない。まして大量殺人を果たす戦争は「生命尊
厳」の立場から決して認められない野蛮行為であり、いかに美化しようと、正しい
戦争などあり得ないということになるのである。筆者はそう考える。
　以上の考察から「人間に内在する善性」すなわち「仏性」を見据えた生き方が重
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要であるということになる。
（３）十界論と人間の生き方
　こうした善性がそなわっている人間生命には、前述したように反対に悪の生命も
あると考えざるを得ない。池田 SGI 会長は、さらに仏法の「十界論」という生命論
に言及する。
「〝十界論〟とは、生命を、その幸福感の状態ないし姿勢について、十種の範疇
に分けるものです。そして、人間はもとよりあらゆる生物において、一瞬一
瞬、その条件に応じて、この十界の生命が現れるというのです」（池田・トインビ
ー 2003，92頁）。
　人間にも、また人間以外のあらゆる生命にも十界があるというのである。この十
界の生命論が人間生命の本質を明かしている。十界論については『法華経の智慧　
第四巻』の如来寿量品のところで、地獄界から仏界にいたるまで（上）（中）（下）
にわたって論じられている。さらに十界互具も（上）（下）にわたり説かれている。
これに触れておきたい。多岐にわたっての対談であるが、人間観にもとづく部分を
中心に十界の概略を引用する。ちなみに同第四巻の（4‐265頁）を参照した。
　まず仏法の十界論は「境涯論」であるとし、次のように述べる。
「その人が〝何界〟にいるかによって、見ている世界が違う。空間も、時間も、
生命の受け止め方がまったく違う。
　　－『境涯』の妙といってよい。この一点を見るのが仏法なのです。『人間』
という存在を、『人種』によって見るのでもない、学歴で見るのでも、社会的
地位で見るのでもない。その人の『境涯』そのもの、『生命』そのものを、ま
っすぐに見つめる」「仏法の十界論は、あらゆる人を、その『境涯』で見る。
だから平等なのです」。
　これは人種等による差別観を克服するための大事な視点であると思われる。
　次に十界を述べる。以下、概略である。
　初めに〈地獄界―不自由な「瞋
いか
り」のうめき声〉と題し「地獄界」を表現する。
「地獄の『地』は最低を意味し、『獄』とは拘束され縛られた不自由さを表す。苦
しみに縛られた最低の境涯です」。そして御書を引用する。「瞋るは地獄」（御書24
頁）「 抑
そもそも
地獄と仏とはいづれの所に候ぞとたづね候へば・或は地の下と申す経文
もあり・或は西方等と申す経も候、しかれども委細にたづね候へば我等が五尺の身
の内に候とみへて候、さもやをぼへ候事は我等が心の内に父をあなづり母ををろか
にする人は地獄其の人の心の内に候」（同49頁）。「（地獄とは）『心』の中にあるの
です。だからこそ『心』を変える以外に、幸福はない」と述べているのである。
　次に〈餓鬼界―「貪る」欲望の奴隷〉と題し、「欲望に振り回される境涯です。
そのために、心が自由にならず、苦しみを生じる。欲望の奴隷になっている」と言
う。そして「貪るは餓鬼」（同24頁）「この道（餓鬼界）は余道と往還し、善悪相通
ずる」（立世阿毘曇論）を引用し、欲望が向上のエネルギーとなる場合もあるとし
ながらも、「欲望を、どう使っていくかが問題なのです。（中略）欲望ゆえに自分を
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苦しめ、他人をも傷つけていく―だから『悪道』と呼ばれる」と述べている。
　〈畜生界―目先にとらわれた「癡
おろか
」〉とし、対談の中で「『癡は畜生』（同24頁）が
引用され、目先のことにとらわれ、物事の道理に暗いというのが畜生界の本質であ
るとしている。さらに、「畜生の心は弱きをおどし強きをおそる」（同957頁）も引用
され、正邪・善悪の判断がつかず、本能のまま生きる境涯であるとしている。池田
SGI 会長は「人間でありながら、〝人間らしさ〟を失った姿と言えるでしょう」と
言っている。
　この地獄から畜生までの三悪道（次の修羅界を入れて「四悪趣」。他方、修羅界
から人・天界を「三善道」と呼ぶ説がある）については「合戦は瞋
しん
恚
に
よりをこる」
（同064頁）を引かれ、地獄界の心が日本の戦争を起こしたとしている。そして戦後
も地獄・餓鬼・畜生の三悪道の苦悩の海に沈む日本社会にあって、その境涯革命に
立ち上がったのが創価学会第二代戸田会長であるとしている。
　〈修羅界―他人を見下す慢心〉の境涯は、環境に埋没していた三悪道から一歩抜
け出し環境や状況に左右されない自己を持っている（そのため「三善」に数える）。
だが「諂
てん
曲
ごく
なるは修羅」（同24頁）とあるように、「修羅は『慢』の生命です。（中
略）他人と自分を比べて、自分が優れ他人が劣っていると思いこむ煩悩です」と。
さらに、修羅の心はいつもおびえているとし、「おごれる者は必ず強敵に値ておそ
るる心出来するなり例せば修羅のおごり帝釈にせめられて無熱池の蓮の中に小身と
成て隠れしが如し」（同957頁）の御書を引用する。そして修羅界の『勝他の念』に
は本当の幸福はない」としているのである。
　そこで、〈人界―自分に打ち勝つ「軌道」を〉として、他人に勝とうとする境涯
から「自分に勝つ」境涯へ向かう。それが「人界」であり「（人界は）自分を超え
た大いなる存在を畏敬し、全生命をあげて尊敬することによって、かえって自分自
身を豊かにする」と述べられている。そして「平かなるは人なり」（同24頁）をあげ、
「『平らか』と言っても決して努力なくして得られるのではない」「『人間らしい人
間になろう』と努力してはじめて人間になる」と述べている。さらに「仏法では人
界を『 聖
しよう
道
どう
正
しよう
器
き
』と言って、仏道を行じられる法器―〝法の器〟としている。そ
の器に仏界の大生命を満たしてこそ、人界に生まれてきた真の意義がある」と言い、
人の世に生まれた意義、その生命の尊さを述べている。
　≪六道から四聖へ―欲望社会を超えて≫
　天界においては、「喜ぶは天」（同24頁）を引用。天（神）は大宇宙の力のことで
はないかとし、「天」とは人間が人間を超えた偉大なる存在を感得したことを示し
ていると言う。さらに釈尊の時代の六師外道らが修行の目的とした「天に生まれ
る」という死後に行く世界が「天」ではなく、仏法では「天」を境涯の一つとして
位置付けたと言う。そして結論的に「天界の喜びは夢のようなものだ。幻です。幻
を追いかける人生は幻です」とし、現代文明が〝欲望追求の文明〟であり天界に執
着していると指摘している。その欲望社会を超えて、地獄から天界までの「六道」
から声聞界から仏界までのより大きな充実を味わっていけるのが「四
し
聖
しょう
」である
としているのである。
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　声聞・縁覚の「二乗」は、到達した天の喜びを絶対視しない。安住しない。成仏
への途中ととらえている。現実世界の無常を見る時「この世に無常でないものは何
一つないと見て、だからこそ前へ前へ、永遠に前進し、向上していくのが、真の二
乗である」としている。確かに現代は、幸福＝快楽ととらえる風潮が強く、天界の
ような喜びを人生の目的と考える傾向にある。そこからが二乗界への入り口となる
のである。「世間の無常は眼前に有り豈人界に二乗界無からんや」（同24頁）と。だ
が二乗も結局自分中心から離れることはできない。
　ここで池田 SGI 会長は十界論のまとめとして「十界互具」論の上から「菩薩界」
「仏界」を論じる。
　〈菩薩界と仏界―「自己中心」の闇をたたき破って仏界の太陽は昇る〉
　その前に、ここで今一重立ち入って考える時、法華経の哲理に一貫して流れて
いるといわれる「十界互具論」について述べる。十界互具とは、十界が互いに十
界を具しているということであるが、それは地獄より声聞・縁覚・菩薩に至る九界
の衆生に等しく仏知見がそなわっていることを示している。すなわち、先に述べた
が、すべての人に仏界がそなわっていることの、さらなる証明であり、どのような
人間にも仏性が内在しているということである。御義口伝において「仏とは九界の
衆生の事なり」（同77頁）と述べているのがこのことである。身分がどうであろうと、
仮に悪事を犯した人間であってもすべて平等に十界を互具しているのである。だか
らこそ万人の実践しうる哲学なのである。
　それを踏まえて、まず菩薩界である。
　池田 SGI 会長は、菩薩は、法のため、人のため、社会のために、あえて苦労を背
負っていく「心」であり、「自分中心」ではないと強調している。この菩薩界につ
いて次の文が引用されている。「菩薩界とは六道の凡夫の中に於て自身を軽んじ他
人を重んじ悪を以て己に向け善を以て他に与えんと念う者有り」（御書433頁）。また
「無顧の悪人も猶妻子を慈愛す菩薩界の一分なり」（同24頁）とも述べている。池
田 SGI 会長は、いわゆる「人の面倒をみる」という卑近なことに触れ、「人の面倒
をみた分だけ―つまり、人の『生きる力』を引き出した分だけ、自分の『生きる
力』も増していく。人の生命を拡大してあげた分だけ、自分の生命を拡大する。こ
れが菩薩道の妙です」と言う。しかも、人を救ってあげているという「利他」だけ
でなく、自分のためにもなる「自利」、つまり自分も修行させてもらっている。そ
の謙虚さのある「自他不二」が大事であるというのである。
　〈「師子王の心」の信心が「仏界」〉
　最高の境涯である「仏界」について池田 SGI 会長は「絶対的な幸福の境涯であ
る」とされた上で、戸田第二代会長の言葉を引用している。「成仏とは、仏にな
る、仏になろうとすることではない。大聖人様の凡夫即極、諸法実相とのおことば
を、すなおに信じたてまつって、この身このままが、永遠の昔より永劫の未来に向
かって仏であると覚悟することである」と。そして池田 SGI 会長は「『信心』であ
り、『覚悟』です。『自覚』です」と言う。そのように自覚できるかどうかというこ
とである。そう悟るのが「仏」であるとしている。
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　以上が十界論の概略である。
　この「仏界」の覚知について如来寿量品では下記のように説かれている。
「一心欲見仏　不自惜身命」
「一心に仏を見たてまつらんと欲して　自ら身命を惜しまざれば」（創価学会教学部
編2002，490頁）。
　つまり仏を見ることが人生の目的であり、そのために身命を惜しまない程の決意
が必要であると説くのである。ここでいう「仏を見る」とは前出の戸田第二代会長
の言葉通り、「この身がそのまま仏であると覚悟する」ことである。それを自覚す
るために修行を積むということである。また「身命を惜しまず」とは、決して命を
捨てろとか粗末にすることではない。それほど努力をしようということである。菩
薩界の修行を通して仏界に達する、それが人間の生き方であると述べている。御書
には「南無妙法蓮華経と他事なく唱へ申して候へば天然と三十二相八十種好を備う
るなり、如我等無異と申して釈尊程の仏にやすやすと成り候なり」（創価学会編952, 
443頁）とある。　
　さて、仏を覚知した人格とはどのようなものか。法華経方便品には次のように述
べられている。
「如来能種種分別、巧説諸法、言辞柔軟、悦可衆心。」
「如来は能く種種に分別して、巧みに諸法を説き、言辞は柔
にゆう
軟
なん
にして、衆
しゅ
の心を
悦
えつ
可
か
せしむたまう」（創価学会教学部編2002、07頁）。
　すなわち如来（仏）とは、物事を種々に分別し、巧みに法を説いて、柔らかだが、
本質を突いた言葉で人々を喜ばせる人格である。このような仏の生命を覚知するこ
とが重要であるとなる。
（４）菩薩界に生きる―不軽菩薩―
　そして、続く『法華経の智慧　第二巻』の「法師品」においては釈尊滅後のこと
が説かれており、ここで池田 SGI 会長が本書の冒頭に述べた「哲学不在」の時代に
人はどう生きるべきか。そして、この闇の時代に、誰が火を灯すのか、その「人」
を具体的に説いているのが「法師品」であるとしたことに言及したい。方便品から
人記品までの八品は、今いる弟子たちのために説き、法師品から安楽行品までの
五品は末法の衆生の修行のあり方が述べられている。「法華経の智慧」の対談では、
法師品の趣旨から「法師」には「法を師とする人」と「師となって法を弘める人」
という二重の意味があるとし、「法を師とする」のは、菩薩の「求道者」という側面、
「師となって法を弘める」のは、菩薩の「救済者」という側面を表しているとする。
これについて池田 SGI 会長は述べる。
「『求道』の面を忘れれば傲慢になるし、『救済』の面を忘れれば利己主義です。
学びつつ人を救い、人を救うことで、また学ぶのです。
　『求道』即『救済』、『救済』即『求道』です。
　ここに人間としての無上の軌道がある」（池田996-999，2；228頁）。
　すなわち、法華経の法を弘め、人を救済しゆく、菩薩界の自他不二の「求道」と
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「救済」それが末法の人間としての生き方であるとしたのである。
　法師品には次の文がある。
　当知是人自捨清浄業報、於我滅度後、愍衆生故、生於悪世、広演此経。…若是
善男子・善女人、我滅度後、能竊為一人説法華経、乃至一句、当知是人、則如
来使、如来所遣、行如来事。
「当に知るべし、是の人は自ら 清
しよう
浄
じょう
の業
ごう
報
ほう
を捨てて、我が滅度の後に於いて、
衆生を愍
あわれ
むが故に、悪世に生まれて、広く此の経を演
の
ぶ。… 若し是の善男子・
善女人は、我が滅度の後、能く竊
ひそ
かに一人の為めにも、法華経の乃至一句を説
かば、当に知るべし、是の人は則ち如来の使にして、如来に遣わされて、如来
の事を行ず」（創価学会教学部編2002，357頁）。
　苦悩や不安の多い、末法というこの時代に生まれて法華経を弘め、人々を救う男
女は「如来（仏）の使い」として仏事を行ずるのであるというのである。すなわち、
すべての人に仏界がそなわっていると自覚し、それを説いた法を弘めて人を救う行
動を起こしていく。これが法華経の修行であり、末法の万人の実践であるとしてい
るのである。
　さらに、人のために菩薩として法を説いていく法師は、悪口を言われ、時に罵倒
もされるが、そこに「六根清浄」という功徳があるという。池田 SGI 会長は、それ
が「人間革命」であると言う。「法師功徳品」の文をあげる。
　爾時仏告常精進菩薩摩訶薩、若善男子・善女人、受持是法華経、若読若誦、若
解説、若書写、是人当得八百眼功徳・千二百耳功徳・八百鼻功徳・千二百舌功
徳・八百身功徳・千二百意功徳。以是功徳荘厳六根、皆令清浄。
「爾の時、仏は常精進菩薩摩訶薩に告げたまわく、「もし善男子・善女人は、是
の法華経を受持し、若しは読み若しは誦し、若しは解説し、若しは書写せば、
是の人は当に八百の眼の功徳・千二百の耳の功徳・八百の鼻の功徳・千二百の
舌の功徳・八百の身の功徳・千二百の意の功徳を得べし。是の功徳を以て、六
根を荘厳して、皆な清浄ならしめん」（創価学会教学部編2002，527頁）。
　その功徳とは、つまり六根（眼・耳・鼻・舌・身・意）清浄であり、次のような
力を持てることであるという。ポイントのみを小見出しにて記す。
　眼根清浄―見えない心を〝見抜く〟
　耳根清浄―〝心の声〟を聞く
　鼻根清浄―努力の人には「努力の香り」が
　舌根清浄―人を元気にさせる「声」
　身根清浄―リーダーは太陽の如く！
　意根清浄―「戦う心」がある限り！
　池田 SGI 会長は、この六根清浄について、こう語る。
「要するに、六根清浄とは、「『全身、これ広宣流布の武器たれ』ということで
す」「どんな悩みがあっても、全部、『価値』に変えていける。『功徳』に変え
ていける。その大生命力を『法師功徳』というのです」（池田996‐999，5：頁）。
　こうした功徳を受けるのが法師の菩薩行であるということなのである。
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　どんな人にも仏界がある。仏になる本性がある。十界互具を経て、人々に仏界が
あることを讃嘆し、礼拝行に努めた者がいる、それが不軽菩薩である。御書には
「自他不二の礼拝なり」と説かれている（御書769頁）。他を礼拝すれば鏡のごとく自
身をも礼拝する、つまり互いに仏性を覚知できるというのである。それが不軽菩薩
の修行であるとしているのである。この不軽菩薩について『法華経の智恵』第四巻
では、常不軽菩薩品の文を引用している。
　以何因縁名常不軽。是比丘凡有所見、若比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷、皆悉
礼拝・讃歎、而作是言、
　　我深敬汝等、不敢軽慢。所以者何、汝等皆行菩薩道、当得作仏。
「何の因縁を以てか常不軽と名づくる。是の比丘は、凡そ見る所有る、若しは比
丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷を皆悉な礼拝・讃歎して、是の言を作さく、
　　『我れは深く汝等を敬い、敢て軽慢せず。所以は何ん、汝等は皆な菩薩の道
を行じて、当に作仏することを得べし』」（創価学会教学部編2002，556‐557頁）。
　この「我深敬汝等」以下の文について、それが「二十四文字の法華経」と呼ばれ
ていることをあげ、池田 SGI 会長は、この二十四文字に、法華経が何を説いたの
かということが凝縮されているとし、「一切衆生に『仏性』がある。『仏界』がある。
その『仏界』を不軽菩薩は、礼拝したのです」と言い、さらに「悪口を言われよ
うと、たたかれようと、二十四文字の法華経を『下種』して歩いた」「不軽菩薩は、
見事に六根清浄―人間革命の『実証』を示した」「その行動にこそ、三世にわたって、
『法華経』が脈動しているのです」と述べたのである。御書にも「一代の肝心は法
華経・法華経の修行の肝心は不軽品にて候なり」（創価学会編952, 74頁）とある。さ
らに続けて「不軽菩薩の人を敬いしは・いかなる事ぞ教主釈尊の出世の本懐は人の
振舞にて候けるぞ」（同上）と記し、そうした菩薩の行動をする人の行為こそが大事
であると述べている。
　しかし現実に、この娑婆世界は苦しみも多い。決して安穏ではない。さらに、ど
う心構えをしたらよいのか。如来寿量品の次の文をあげる。
「衆生所遊楽」
「衆生の遊
ゆ
楽
らく
する所なり」（創価学会教学部編2002，49頁）。
　この文について池田 SGI 会長は言った。
「戸田先生は、『衆生所遊楽』の経文を通して、いつも言われた。『人間というの
は、世の中へ楽しむために生まれてきたのです。苦しむために生まれてきたの
ではないのです』。この世に遊びに来た、楽しみに来たのだと。『衆生所有楽』
―衆生の低い人生観、幸福観をひっくり返す、すばらしい言葉です」（池田203，
20頁）。
　法華経の哲理に基づく人間の生き方、その人生の目的はここに定まる。もちろん、
この「遊ぶ」は享楽ではない。苦しみもあるが、自他共の幸福目指して生きる自身
の境涯を高めて、苦楽を共に楽しむ、そのために生まれてきたのだというのである。
　ここまで考察してきた仏法に基づく人間生命の尊厳、そして人間観・人生観から、
結論的に一人の人間としての行動のあり方が鮮明になってくる。それは、偉大なる
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「法」によって自己の内に実在する仏性を開覚することであり、そのことによって、
その人の活動は、他の全てに対する無限の慈悲の活動としてあらわれるというこ
とである。また「小我」を否定せず、利他による自己拡大と「大我」の本質である
「法」と一体化することによって、欲望や怒り、自己保存の本能を超克する道を説
く大乗仏教の教えの通りに生きることができる。ここに、すべての人々が仏法を実
践することによって「仏界」の生命を湧現することができるという人間変革の原理
が生まれ、万人の行動指針となるのである。この自己変革の力が「人間革命」の原
理であり、まさに人間の全人間的な改革となるものである。　　
　池田 SGI 会長は指摘する。
「現代社会に最も欠けているものは何かといえば、私は、深い〝人間愛〟であ
る」（池田・トインビー 2003，27‐28頁）。
　そうであるならば、そのような時代に生きる人間の理念は、まず生命の尊厳に至
上の価値をおいた人間愛であり、それが共生の基本的精神になる。そして、仏界を
湧現した生命は、現実社会では菩薩の行動となる。それは仏法による慈悲の精神で
あり、すぐに他者理解へと向かう。人生の苦悩にあえぐ人々に同苦し、抜苦与楽の
価値ある行動となる。苦悩の根本的な原因を除くことが抜苦であり、それなくして
対症療法をしても真の解決にはならない。苦しみの原因に対峙していく中で、真の
幸福は得られるのである。こうした生き方が、仏法の人間観に立った生き方である。
すなわち、仏法に基づく池田思想の人間観に立った生き方の根本を示すものである。
　佐藤優は言う。
「なぜ、私のような学会員ではない人間が、『法華経の智慧』という書物を今読
むべきなのか？　その問いに対する一つの答えは、『今が世界にとって大きな
危機の時代・大変革期であり、その危機の時代を生きるための智慧が、ちりば
められた本だから』ということです」（佐藤206‐207,0：55頁）。
　『法華経の智慧』には、危機の時代に必要な智慧がちりばめられている。そこに
生き方があるというのである。
Ⅱ　池田思想の人間観に基づく「人間主義」の平和行動
１　一人の自己変革から
「一人の人間における偉大な人間革命は、やがて一国の宿命の転換をも成し遂げ、
さらに全人類の宿命の転換をも可能にする」５）
　これは小説の主題であるというだけでなく、池田 SGI 会長の人間観がここに表れ
ている。この言葉通りであるならば、人の生きる模範はまさに一人の行動から始ま
り一国、全人類まで波及することになる。このことについて池田 SGI 会長はゴルバ
チョフとの対談において、次のように語る。
「一人の人間が、その時代を、誰よりも深く生き抜くことにより、時代精神の比
類なき体現者として、人々の手本であり続ける―このことは、古今、変わら
ぬ鉄則であったし、今後も、そうあり続けるでしょう」（池田・ゴルバチョフ 996b，
通信教育部論集　第20号　（2017年８月）
― 56 ―
55頁）。
　そして、幾度も各所で「一人立つ精神」を述べている。一例を挙げよう。それは
203（平成25）年0月6日に行われた創価学会「新時代第68回本部幹部会」に寄
せられた池田 SGI 会長のメッセージである。下記に抜粋をする。
「きょうは、共々に思い起こしたい、我ら創価の原点があります。それは、初
代・牧口常三郎先生と 2代・戸田城聖先生が貫かれた、『一人立つ精神』です」
「日蓮大聖人御自身が、日本国中から命を狙われながらも、なぜ勝ち越える
ことができたのか。それは、『一人なれども心の強き故なるべし』（御書220頁）、
すなわち『一人であっても心が強いからである』と断言されております」６）。
　民衆救済、また平和行動に一人立つ強い精神の人こそ時代精神の体現者となると
いう意味である。この「一人の行動から始まる」ということは万人に通ずる理念で
ある。一つの例がある。207（平成29）年2月25日、アルゼンチン北部の環境都市
サンフランシスコ・デ・ライン市から池田 SGI 会長夫妻を「平和と希望の大使」と
宣言する顕彰状が贈られた。７）その際のレスカノ市長のコメントが注目される。聖
教新聞の報道によると、同市長は、「創価の価値観を学んだ」と、今回の顕彰の理
由を語り、その価値とは「全ての変革は一人の変革から始まり、ひいては国をも変
革できるという『人間革命』の哲学」それを学んだというのである。政治の分野で
はあるが、一人のリーダーの意識変革の現実化が伺われる。すべてに通ずる池田思
想の普遍性を表す一端である。
　その観点から、鎌倉時代に民衆救済に一人立ち上がった日蓮大聖人の、その国家
諌暁の書といわれる「立正安国論」をめぐる史実を考察していく。
　「立正安国論」が、当時の実質的最高権力者である北条時頼に提出されたのは文
応元（260）年7月6日であった。以下、その背景を探る。〈通解〉も含めて、〈『立
正安国論』207，創価学会教学部編〉を参照・引用した。
　当時は自然災害が相次いだ。正嘉元（257）年8月の「正嘉の大地震」がそれで
ある。この大地震は前例にない甚大な被害をもたらした。山は崩れ、家屋は倒壊し、
地が裂け、火炎が噴き出たという記録が残っている。その後も余震が続き、月に
は再び大地震が起きる。翌年6月には真冬のような冷え込みが続き、8月には鎌倉
に大風、京都に暴風雨が襲う。0月には鎌倉に大雨・洪水が起こり、民家が流出、
多数の犠牲者が出た。また諸国に飢饉が広がり、疫病が流行するありさまであった。
750年以上も前と思えない程現代と符合する状況である。このような中で「立正安
国論」は著されたのである。この災難の根本原因はどこにあるのか。嘆く旅客との
対話形式を取って文は続く。
「旅客来りて嘆いて曰く近年より近日に至るまで天変地夭・飢饉疫
えき
癘
れい
・遍く天下
に満ち広く地上に 迸
はびこ
る牛馬巷に斃
たお
れ骸骨路に充てり死を招くの輩既に大半に
超え悲まざるの 族
やから
敢て一人も無し、（中略）此の世早く衰え其の法何ぞ廃れた
る是れ何なる禍に依り是れ何なる誤に由るや」（創価学会編952, 7頁）。
〈通解〉「旅客（旅人）が訪れて嘆いて語る。数年前から近日に至るまで天変地異
が天下のいたるところで起き、飢饉や疫病が広く地上を覆っている。牛馬はいたる
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ところに死んでおり、死骸や骨は道にあふれている。すでに大半の人々が亡くなり、
これを悲しまない者は一人もない。（中略）この世は早くも衰えてしまい、その法
はどうして廃れてしまったのか。これはどのような罪によるのであり、また、どの
ような誤りによるのだろうか」。
　相次ぐ悲惨な災害に、誰しも、なぜ起きるのか、その原因は何なのかと当然疑問
に思う筈である。この疑問に「災難の根本原因」は明かされる。すなわち、
　「 倩
つらつ
ら微管を傾け 聊
いささ
か経文を披
ひら
きたるに世皆正に背き人悉く悪に帰す、故に
善神は国を捨てて相去り聖人は所を辞して還りたまわず、是れを以て魔来り鬼
来り災起り難起る」（同7頁）と。
〈通解〉「私の狭い見識を尽くし、経文をわずかばかり開いてみたところ、世の人々
は皆、正法に背き、ことごとく悪法に帰している。それゆえに、守護すべき善神は
国を捨てて去ってしまい、聖人はこの地を去ってほかの所へ行ったまま帰ってこな
い。そのため、（善神や聖人と入れ替わりに）魔や鬼神がやって来て、災いが起こ
り、難が起きているのである」。
　これは「神天上の法門」と言われる。そして次下に
　「言わずんばある可からず恐れずんばある可からず」（同上）
〈通解〉「実にこのことは、声を大にして言わなければならないことであり、恐れ
なければならないことである」。
　これにより大迫害が起こることを覚悟しつつ、全人類の救済に一人立ちあがり国
家諌暁せずにいられないとする日蓮大聖人の宣言なのである。
　時は移り、我が国の戦後の焼け野原に一人立った戸田第二代会長。「この世から
悲惨の二字をなくしたい」と。そのあとを継いだ池田第三代会長が世界へ平和行動
を展開した。仏法を根底にした生命尊厳の思想を世界に広め、時代精神にするた
めに強い志で一人立ち上がったのである。その後、SGI 会長として、SGI の組織を
92 か国・地域に拡大（207年3月現在）し、200万人以上のメンバーに発展させ
た。また世界の知性・指導者との対談を重ね、対談集の発行も 70冊に達している
（同）。そこに連なる万人の実践の方途が明確に浮かび上がる。時代を決する強き
使命の一人の行動から始まるのである。
　今日、世界はまたナショナリズムの台頭の気配があり、日米と中国の緊張感が増
し、第三次世界大戦の危機さえ叫ばれている。このような世界情勢の中で、今こそ
生命尊厳を根幹にした池田思想の光明が輝く時である。人間としての根本的な生き
方は一人の人間から、広く家庭、地域、国家へと広がっていく。平和行動へと広が
っていくのである。一人の自己変革から、広い視野で現代社会を見つめ、池田 SGI
会長の人間観に基づき、六根力を最大に生かし、行動しゆく、その指針を明らかに
していきたい。
２　20世紀の精神の教訓
　まず、殺戮を繰り返した二十世紀。その時代から、何を学ぶべきか。池田 SGI 会
長は、ゴルバチョフとの対談『二十世紀の精神の教訓』で、それを明らかにしてい
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る。その書の「まえがき」で次のように述べている。
「社会主義的ユートピアが崩れ去った今日、社会主義ヒューマニズムがその限界
と矛盾を露呈してしまった今こそ、新たなヒューマニズムを志向すべきだとい
うところから、私たちの対談は出発している。人格を尊び、人間の尊厳と価値
を擁護し、人間を新たな誘惑と破局に貶めないための真のヒューマニズムの時
代が到来しているとの確信から出発している」（池田・ゴルバチョフ 996b，3頁）。
つまり、この二十一世紀を「真のヒューマニズムの時代」にするための対談である
としている。そして、その土台は「今世紀（二十世紀）の経験と警鐘」であると、
ゴルバチョフと一致したことを明かしているのである。
　その上で、「戦争の世紀」から「平和の世紀」へ、人類は、新たな文明に向かっ
て進まなければならないと訴える。その平和行動とは何か。それは、まず「反戦・
平和」であるとする。池田 SGI 会長は自身の青春時代の戦争の原体験に触れつつ、
次のように語る。
「私が、小説『人間革命』の執筆を、日本で唯一、凄惨な地上戦の舞台となった
沖縄で開始したのも、同じ心情からでした。
『戦争ほど、残酷なものはない。
　戦争ほど、悲惨なものはない。
　だが、その戦争はまだ、つづいていた。
愚かな指導者たちに、ひきいられた国民もまた、まことにあわれである』８）―こ
の冒頭の一節に込めた反戦・平和への信念を、私は身をもって貫いてきたつもり
です」（同99頁）。
　そして、世界の平和に向けての社会変革は漸進主義であるとして、クレアモン
ド・マッケナ大学での講演９）で「全人性」を回復せしむるメルクマール（指標）
として、次の三つを提言したことを取り上げる。
　１ 方法としての漸進主義
　２ 武器としての対話
　３ 機軸としての人格（同5頁）
　また、「分断」は悪、「結合」は善とし、次のように述べる。
　「目前に迫った二十一世紀に、人類を待ちかまえている最大の危機とは何か　
―やや抽象的な言い方になりますが、それは人々がたえず『分断』の力に翻弄
され、ばらばらに孤立したまま、歴史の奔流のなかをあてどもなく漂流してい
ることだと、私は思います」（同294頁）。
　そして、その危機へのあり方を次のように述べる。
「『分断』は悪であり、『結合』は善である。この根本認識に立って、『善』の力
をもって『悪』の力を顕在化させないことこそ、二十一世紀を希望の世紀とし
ていくための肝要中の肝要であると、私はつねに訴えてきました」（同296頁）。
　さらに、ここでも法華経の「仏性」という尊極の生命に触れながら、漸進主義と
ともに楽観主義の重要性にも言及している。下記である。
「自他共に有する『仏性』への確信は、無限の希望に生き、他者に無限の希望を
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与えゆく、透徹した楽観主義を保証してくれるはずです」（同309頁）。
　こうした論を展開しつつ、池田 SGI 会長は二十一世紀を展望するうえで、不可欠
なポイントを提起している。
「それは、思考の回路を『外』から『内』だけでなく、『内』から『外』へ、つ
まり『環境革命』から『人間革命』だけでなく、『人間革命』から『環境革命』
へと方向転換していく、ということです」（池田・ゴルバチョフ 996c，86頁）。
　そして「戦争と革命の世紀」といわれた二十世紀が、あまりにも多くの人間の犠
牲をもたらした、その要因が、人間の存在を二義的、三義的なものとし、「『外』な
る条件、すなわち法や制度、経済などの面から、民族的、階級的矛盾を解消するこ
とが、おしなべて人間社会の幸不幸を決定づける根本要因とされてきた」「いまこ
そ人間の内面へ視線を移し、『内』なる課題の解決を第一義にしつつ、『内』から
『外』へと、発想の転換をはかっていくことが必要である」（同87頁）と繰り返し
発想の転換の必要性を述べ、今世紀への課題を述べる。
「『人間生命』は、それ自体が目的であり、絶対に手段化されてはならないもの
です。こうした生命の尊厳観の確立こそ、二十一世紀へ向けての最重要の課題
といえるでしょう」（同229頁）。「巷間いわれる『一人の人間の生命は地球より
も重い』との標語は、文字どおり〝二十世紀の精神の教訓〟として語り継いで
いかねばなりません」（同259頁）。
　その上で、新しいパラダイムの必要性について、
「新しいパラダイムは、人間や国家、民族を分断するものではなく、それぞれに
共通して、それぞれを結合させていくもの」（同289頁）
とのゴルバチョフの言葉に全面的に賛同し、それは池田 SGI 会長が述べてきた「結
合は善」「分断は悪」との文明論的な問題提起に通ずるものであるとしたのである。
このような観点を踏まえ、二十一世紀を「人間復興の世紀」にするための人間のあ
り方を次のように述べている。
「『天晴れぬれば地明らかなり法華を識る者は世法を得可きか』〈天が晴れれば地
上のようすが明らかになってくるように、法華経を信ずる者は、世間の諸々の
法を心得、熟達しているのである〉として、信仰厚き人は、世間の法にもよく
通じた、人間学の達人でなければならない」（同292頁）　
　　その生き方の根本たる大乗仏教の果たす役割を、かつてハーバード大学での
二度目の講演0）で述べられた次の三点をあげて論及している。
　　① 平和創出の源泉
　　② 人間復権の機軸
　　③ 万物共生の大地
であり、これが大乗仏教の役割であると（同上）。そのうち、②について「なぜ大乗
仏教が人間復権の機軸たりうるのかについて、それは『善きもの、価値あるものを
希求しゆく人間の能動的な生き方を鼓舞し、いわばあと押しする力用』こそ、大乗
仏教の働きであるからだ、と論及しました」（同頁）と述べ、重ねて「世間の法によ
く通じ、社会に貢献しゆく価値ある生き方こそ、仏法者の本領とするところである
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からです」（同頁）と言っている。二十世紀の精神の教訓を生かしゆく道は民衆のこ
うした生き方が重要であるとしているのである。
３　人間主義と万民の行動
（１）行動の基盤―人間主義―
　では、その二十世紀の精神の教訓を生かし、「平和の世紀」を創出する万人、と
りわけ民衆の行動はどうあるべきか。池田思想に基づく人間観を踏まえた「人間の
生き方」は「人間主義」として展開される。むろん、この考えは坂本幹雄が述べる
ように「人間中心主義＋万物共生主義」）すなわち、依正不二論から、環境との共
生を含むものであり、人間と自然の存在全てに通ずるものであるが、ここではそこ
を深入りして論じることはしない。
　人間主義とは何か。これについて、池田 SGI 会長が直接述べられている記録等は
少ない（筆者の浅識のため見落としがある）が、995年に制定された SGI 憲章2）
にそれを見る。以下「SGI 憲章前文」（抜粋）である（創価ネットより）。
「（中略）日蓮大聖人の仏法は、人間生命の限りなき尊厳性を説き、すべての人
を包含する慈悲といかなる困難をも克服する智慧をもたらす法である。そして、
この智慧は人間精神の創造性を拓き、人類社会の直面するいかなる危機をも克
服し、平和で豊かな共生の人類社会を実現できることを説く「人間主義」の法
である。
　我等 SGI は、この「人間主義」に基づく「世界市民の理念」「寛容の精神」「人
権の尊重」を高く掲げ、非暴力と対話により、こうした人類的課題に挑み、人
類社会に貢献することを深く決意して、ここに以下の目的および原則を確認し、
この SGI の憲章を制定する」
　また、池田 SGI 会長が「人間主義」の用語を直接使われて、その定義とも思われ
る形で発言されているものを下記に引用する。
　一つは、『新・人間革命第22巻』の「波濤」の章の冒頭、述べられている。
「人間主義とは、皆がかけがえのない存在であるという哲学だ。そして、皆を人
材として磨きぬいていくことだ」（池田200，20頁）。
　これは 975（昭和50）年7月3日、ハワイでの一切の行事を終えて帰国された
池田 SGI 会長が、開催中の夏期講習会の報告を聞かれた直後、側近の幹部に力強く
語られた内容である。組織論的な角度で述べていると考えられる。
　二つは『新・人間革命第26巻』の「法旗」の章である。
「〝世界に、仏法の生命尊厳と慈悲の哲理を発信し、人類の平和と繁栄を創造す
る、新しい人間主義の潮流を創らねばならない〟」（池田204，4頁）。
　これは 978（昭和53）年元日の「新年勤行会」での挨拶の折、内心に強く決意
したこととして記されている。そして、この直後エドワード・ケネディ上院議員と
の会談で「仏法の四つの特質」に触れている。
「仏法は、すべてを包括する法理です。
　第一に、絶対平和主義をめざす思想です。
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　第二に、生命尊厳の哲学です。万人が仏であると説いています。
　第三に、慈悲を根本とした生き方を示す、人道の規範です。
　第四に、文化尊重の共存の思想です」（同30頁）。
　この「人間主義」の語を表題に冠した対談集も編まれている。下記の表である。
むろん表題に記していなくても、人間主義を語った書籍・講演等も多くある。すべ
てを網羅できない。ここでは人間主義にもとづく万人の実践の方途となる部分を取
り上げる。
初版発行年 対談者名 著作名 出版社名
2005年
（平成7年） J・K・ガルブレイス
人間主義の大世紀を　
―わが人生を飾れ 潮出版社
2007年
（平成9年） フェリックス・ウンガー
人間主義の旗を
―寛容・慈悲・対話 東洋哲学研究所
〔「人間主義」の語を冠した著作例〕
　この実践の核心は SGI 運動に集約される。池田 SGI 会長はガルブレイスとの対
談において次のように語る。
「私ども SGI は、『自他共の幸福』を目指す仏法の理念に基づき、『人間革命』と
いう名の〝民衆の民衆による民衆のためのエンパワーメント運動〟に取り組ん
できました。
　　すべての人間にかぎりない尊厳性と可能性がある。仏法ではそれを『仏性』
といいます。その無限の可能性と力を最大に引き出しながら、共に幸福の人生
を勝ち取り、平和の価値、文化の価値を創造する挑戦こそが、私たちの民衆運
動の眼目です」（池田・ガルブレイス 2005，36頁）。
　そう述べた後、すべての分野において「人間の幸福」が第一の目的であることに
ガルブレイス氏と共感し合って、行き詰った時こそ、「人間」という基盤に立ち返
ることだとして次のように語る。
「『まず第一に人間であれ。そのあとで政治家であれ』
　『まず第一に人間であれ。そのあとで実業家であれ』
　『まず第一に人間であれ。そのあとで科学者であれ』
　『まず第一に人間であれ。そのあとで芸術家であれ』
　（中略）そしてまた何よりも、宗教は〝人間の幸福のために〟あることを忘れ
てはなりません。他者の苦しみに胸を痛めるのが『人間』です。
　　何よりもまず人間であれ！人間として、いかに行動するのか？―現代の人類
は、とくに『ゆたかな社会』に生きる私たちは、この問いを厳しく突きつけら
れているのではないでしょうか」（同07‐08頁）　
さらに社会の究極的目標は「恒久的平和」にあるとし、こう述べる。
「今日のように、地球の一体化が進んだ時代にあっては、『自国だけの繁栄』と
いうことはありえません。
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　　仏典には、『人のために火をともせば・我がまへあきらかなるがごとし』（創
価学会編952, 598頁）と説かれています。
　　また『一身の安堵を思わば先ず四
し
表
ひよう
の静
せい
謐
ひつ
を祷らん者か』（同3頁）とも説
いています。『自分自身の幸福を願うならば、世界の平和を祈らなくてはいけ
ない』という一点は、大乗仏教の根本的なテーマでもあります」（池田・ガルブレ
イス 2005，4‐5頁）。
　続いて、今日の政治の腐敗、行き詰まりは民衆こそ主人であり、主権者であると
の大原則が崩れているところに元凶があると指摘したのである。
　そして民衆一人一人の役割に言及する。
「世界に真の勇気と信念をもった『一人』が立ち上がれば、必ず社会を変え、国
を変え、変革の波を起こすことができる。これが私どもの根本の哲学です」（同
50頁）。「仏法が説く『中道』とは、たしかな哲学をもって、時代の変化をしっ
かりと見据えながら、現実の社会で苦しむ人々に手を差し伸べ、共に幸福への
道を切り開きゆく創造的実践を促す思想でもあります」（同6頁）。
　その際、牧口初代会長の
「〝他者を顧みない近視眼的世界観でもなく、また自己を忘れて空観する遠視眼
的世界観でもなく、自他共の幸福を目指す正視眼であれ〟」（同64頁）
との警告の言葉を引用している。また
「『対話』こそ、時代創造の源泉です。
　『対話』によって、新しい価値が生まれます。未来を照らす希望と、平和に生
きゆく智慧が湧いてきます」（同25頁）。
　これらを思考しつつ二十一世紀を「人間主義の大世紀」とすることが大事である
と対談を締めくくっている。
　そして、池田 SGI 会長はフェリックス・ウンガー対談において、その対談集に
「人間主義の旗を」と題した上で、その要素として「寛容・慈悲・対話」の三つを
挙げ、重要な課題である「宗教間の対話」に言及する。
　まず自身の「平和行動」の原点として次の三点をあげている。
１ 池田 SGI 会長自身の戦争体験
２ 師（牧口常三郎初代会長、戸田城聖二代会長）の精神の継承
３ 宗教者としての社会的使命（池田・ウンガー 2007，6‐8頁）
　そして
「（あらゆる暴力に）苦悩する人々を前にして、座して思索にふけるのではなく、
『抜苦与楽』のために立ち上がっていく―燃え上がる『同苦』と『行動』にこ
そ、大乗仏教の魂があります」（同8頁）
と述べている。そして、それが「立正安国」の教えであるとしている。
　そして、その「平和」とは、全宗教の協調すべき点であるとの従来の主張から各
宗教の共通点を見出す必要性に触れる。それは、キリスト教と仏教の共通点の指摘
から始まる。両宗教は次の三点を共通点としている。
「第一は、ともに『救済の宗教』であるという点です。仏教の『慈悲』とキリ
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スト教の『愛』は、ともに、人類救済へと向かう宗教的情熱をもっています。
（中略）第二の共通項は、ともに人間の『苦悩』に光をあて、真実の『幸福』
への道を指し示そうとしていることです。（中略）第三の共通項は、ともに『聖
なるもの』に基盤を置き、そこから『人間の尊厳』『生命の尊厳』を説き起こ
している点です」（同38‐39頁）。
　この二大宗教間の対話を、ウンガーは発展させユダヤ教、イスラム教を加えた
「四大宗教間対話」を提案し、その第一回会議が 200（平成3）年9月5日に、
SGI の代表も参加して開催された。文字通り宗教間対話の実行である。そして対話
こそが、戦争を止める道であるとの合意を得たのである。このことから池田 SGI 会
長は、宗教間の対話の目的を語る。
「第一には、『それぞれの宗教が互いに理解し合う』ためです。これは寛容の第
一段階となります」「第二の目的は『それぞれの宗教が他者から学んで、より
豊かに成長していく』ことです」「第三の目的は（中略）『各宗教が協力し合っ
て、地球的・人類的課題の克服に尽くす』ことです」（同43‐44頁）
と述べている。
　池田思想に基づく人間主義が、なぜ宗教間対話を可能とするのか。その理由につ
いて佐藤優は語る。
「『生命の尊厳を根底に据えた人間主義』であるからこそ、池田思想は環境破壊
や、他者の生命を蹂躙する戦争には結びつかないのです。そして、他者の生命
の尊重が根底にあるから、池田会長は宗教間対話においても相手を最大限に尊
重して対話に臨むことができる。相手の生命の奥底にある仏性を見据えての対
話であるからでしょう」（佐藤206‐207，8：57頁）。
　この宗教間対話に関連して、注目する事実がある。それは、池田 SGI 会長が、中
東・カタール宗教専門誌『Relgons』に寄稿（206年7月）したことである。3）そ
の中で、「紛争の世界における平和」について仏教の観点から二つの視座を提起し
ている。その概要を下記に記す。（池田207a，55‐63頁）
　第一の柱は、同苦の眼差しである。他者に対して〝ありのままの人間〟として向
き合う力が弱まる傾向や、集団意識がもたらす陥穽に触れつつ、かつて取り上げた
「見がたき煩悩の矢」について述べる。その矢とは、人間の心に根深く巣食いなが
らも、自分が毒されていることをなかなか意識できない〝差異への執着〟であり、
それによって、心が曇らされているために、他の集団が自分たちと同じ苦しみにさ
いなまれていることが目に映らなくなっていると釈尊が諭したという逸話である。
そして、自分の心に深く潜んだ「見がたき〝煩悩の矢〟の存在に気づき、それを抜
き去ることはたやすいものではない。しかし、決して不可能なことではなく、その
鍵もまた人間の心の中にあると、釈尊の次の言葉を通して強調する。「すべての者
は暴力におびえる。すべての（生きもの）にとって生命は愛しい。己が身にひきく
らべて、殺してはならぬ。殺さしめてはならぬ」さらに、「己が身にひきくらべて」
との言葉に同苦の眼差しが込められているとし、この「己が身にひきくらべて」の
回路を開いてこそ、他者の痛みや苦しみを感じることができるようになり、「見が
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たき煩悩の矢」がもたらしていた心の曇りを晴らす道も開くことができると釈尊が
促していたことをあげる。難民の人々の現状に「胸を痛める心」こそ、目の前の苦
しんでいる人を前に、誰もが灯すことができる人間性の光明ではないだろうかと叫
ぶ。
　第二の柱は、共存共栄への意志である。ここでは、地球温暖化に象徴される気候
変動の問題が取り上げられている。相次ぐ自然災害などは、いわばグローバル化な
課題であり、どの国も取り組むべき共通の課題であるとしている。このようなとき
に当たり、いまだに続く「軍事競争」や「経済競争」ではなく、〝グローバルな共
通課題を解決するための連帯〟へとシフトすることを強調する。そして、それは国
と国のレベルだけでなく、民衆レベルでも連帯を広げて、行動を共に起こしていく
ことが重要であるとしている。また、その行動の源泉は法華経の教えにあるとして、
法華経において、自分だけの幸福だけでなく、〝自他共の幸福〟のために次々と立
ち上がるドラマが描かれていることを挙げ、説話なども紹介しながら「人間が力を
合わせて行動を起こそうと立ち上がる時、自分たちの尊厳や平和だけでなく、『万
人の尊厳と平和』を築いていくための変革の波動を、広く社会や世界に広げていけ
る」と確信をのべている。
　こうした二つの柱を述べながら、混迷する世界の状況打開のために、今後も宗教
間対話が必要であることを結びとしている。
（２）民衆レベルの行動
　ここでは池田、ケビン・クレメンツの対談を取り上げる。それは対談集が 206
（平成28）年という本稿執筆の直近に発刊されたことと、クレメンツが国際平和
研究学会等で幅広く活動し、戸田記念国際平和研究所の総合所長にも就任している、
文字通りの行動する平和学者であるからである。そして、この対談が、今も困難を
極める国際的な課題に対して、その解決へのアプローチとともに、一人一人の民衆
の「変革の力」を信じ、対談集の題名にあるように『平和の世紀へ　民衆の挑戦』
を呼び掛けているからである。対談の冒頭で、平和のための行動のあり方を次のよ
うに述べている。
「平和の建設は、私たちが一人の人間として、また地球社会の一員として、互い
の存在の〝かけがえのなさ〟と〝尊厳性〟に、深く思いをはせることから始ま
ります。
　　それは、『自他共の幸福』を願い、開かれた心の交流を重ねるなかで、一歩
また一歩と前進させていく労作業にほかなりません」（池田・クレメンツ 206，0頁）。
　そして二十一世紀に入って十余年、異民族間の摩擦等で争いが起こり、世界の緊
張感が高まる今日、9・同時多発テロ以降の安全対策の半面、言論の自由等の基本
的人権が脅かされている等の実態から、次のように危機を訴えて「民衆の連帯」の
重要性を述べている。
「このままでは、戦争と暴力と憎悪の連鎖は止まず、多くの人々の『生命』と
『尊厳』、そして『人権』が脅かされることになってしまう。
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　　その悪循環を何としても断ち切り、『不戦と共生の世紀』への希望の大道を、
民衆の連帯によって開いていかねばなりません」（同頁）。
　対談は、対立や緊張のなかでも国家や指導者の対話が重要であるとのことから、
クレメンツが、対立双方の「逡巡と内省」の必要性に触れる。池田 SGI 会長も共感
し、ここでも「見がたき一本の矢」の逸話を引用し、
「―互いの差異にとらわれ、相手を敵視したり蔑視したりする差別の心―を取り
払い、相互理解を深め合うための努力は、世界でまだまだ不足しているといわ
ざるを得ません」（同22頁）
と強調して述べているのである。そして相互理解の、連帯の肝要を次のように述べ
る。
「二十一世紀は、環境破壊や貧困といった『人類共通の課題にどう立ち向かう
か』を焦点に、連帯を強めていく時代にしなければなりません」（同24頁）
　その後、対談は主に次のようなテーマで進められる。（一部省略）
「『核兵器のない世界』への挑戦」
「生命尊厳の思想を時代精神に」
「青年の熱と力が歴史を開く」
「国連と市民社会の連帯」
　ここで、「国連と市民社会の連帯」に的をしぼりたい。
（３）SGI 運動と国連
　対談の中で、クレメンツがクエーカー国連事務所所長としての活動を通して、国
際問題の解決に取り組んできたが、その際、国連事務局、各国の外務省、そして市
民社会の三者が足並みをそろえ、建設的な関係を築いていくことが一切の基盤とな
ってくるとし、国連の役割の重要性を述べた。そのことに池田 SGI 会長は共感し、
SGI も国連を支援する活動を行ってきた経緯を伝え、国連支援の淵源が、牧口、戸
田両会長の平和思想にあると述べた。その上で、国連を強化する方策として、池田
SGI 会長は「世界の民衆の声を意思決定に反映していくためのシステムを国連の機
能に取り入れること」を重視すべきであると言い、その理由をこう述べる。
　「国連という〝生きた機関〟を、その根底において構成しているのは、国連憲
章4）の前文で主語をなしている〝われら民衆〟にほかならないからです」（同396頁）
と。これに賛同したクレメンツも、「民衆の声と希望」が直接国連に届くようにす
ることが絶対に不可欠であり、今後五年か十年の間に注力すべき課題であると応じ
ているのである。
　このことは、池田 SGI 会長の提言として、207（平成29）年の第42回「SGI の
日」記念提言の中で詳細に語っている。現代における民衆による平和行動の結論と
して取り上げたい。それはまた、本稿の求める「池田思想の人間観から学ぶ万人の
行動理念」に直結するからである。
　この提言では、その昨年（206年）からスタートした国連の「持続可能な開発目
標（SDGs）」に言及する5）。すなわち、SDGs が目指す〝平和で公正かつ包摂的な
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社会を築くための方途〟それを三つの柱として述べているのである。記念提言を参
照して綴る。
　提言の中で最も注目すべきは、第一の柱が「『同じ地球で共に生きる』との思い
に立った連帯を、青年を中心に広げること」とした上で、SGI の国連支援が「菩
薩」の精神であると宣言していることである。その部分を引用する。
「…社会で深刻な問題が起きた時、（中略）脅威が自分に及んでいようといまい
と、同苦の心で、今いる場所から行動を起こしていく。
　　その行動は、維摩経の『無尽燈』6）の法門のように、目の前の一人を希望の
光で照らすだけでなく、尽きることのない輝きをもって周囲や社会をも明るく
照らし出していくと、仏教は説きます。
　　私ども SGI が、国連の活動を支援し、地球的問題群の解決を目指す行動を
続けてきた基底にあるのも、この『菩薩』の精神にほかなりません」（池田2007b、
78頁）。
　さらに続けて、（国連支援の）活動の柱として最も重視してきたのは、「民衆の民
衆による民衆のためのエンパワーメント（内発的な力の開花）」であるとし、次の
ように述べる。
「エンパワーメントが引き出す内発的な力こそが、『無尽燈』のように、尽きるこ
とのない変革のエネルギーとなり、希望の光明になると信じるからです」（池田
207b，78‐79頁）。
　続けて、この民衆の行動を讃えるアルゼンチンの人権活動家アドルフォ・ペレス
＝エスキベル博士の言葉を引用し、池田 SGI 会長が SDGs の目標達成への決意を述
べている部分を紹介したい（同80‐8頁）。
「民衆は、英雄になろうなどとは思っていません。ただ、奇跡が起きて『一輪の
花』が咲くことを日々求めているだけなのです。その開花は、日常生活の戦
いのなかにあります。つまり、人生に対して子どもが見せる笑顔のなかに咲
き、希望を創り出し、希望の光で道を照らすなかに咲きます。『すべての努力
は、自分たちの解放のためなのだ』と気づく瞬間のなかに咲いていくのです」
との博士の言葉を引用した。
　そして池田 SGI 会長は語る。
「SDGs の目標達成は、いずれも容易ならざる挑戦です。（中略）しかし、苦し
んでいる人々に寄り添い、エンパワーメントの波を起こす中で、自分たちの身
の回りから『一輪の花』を咲かせることはできるはずです。（中略）その何よ
りの担い手となりうるのが青年ではないでしょうか」  
　第二の柱は「分断や格差の拡大を乗り越える社会の土壌づくり」であるとし、問
題解決の行動促す市民教育の必要性を訴える。そして第三の柱は「どんな困難に
直面しても、状況を好転させる力を地域で高めていくこと」としている。そして、
「持続可能な開発目標」を地域で担う行動の波を民衆の手で起こすことの必要性を
説く。
　さらに提言の最後を次のような言葉で締めくくっている。
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「私ども SGI は青年を中心に『人権文化』を担う民衆の連帯を強めながら『誰も
置き去りにしない』世界を築く希望の暁鐘を、力強く打ち鳴らしていきたいと
思います」（同4頁）   
　ここに、自分自身、そして自身の地域の安全は、それぞれの場所で自分なりの役
割を果たしていくことが大事であることが明らかになる。国連の活動を推進しゆく
のも市民社会一人一人の関りであることの認識のもと、世界の課題を我が事に引き
寄せて平和行動の一歩を踏み出す勇気が大切であるという結論にほかならないので
ある。
おわりに
　戸田第二代会長は言った。「新しき世紀を創るものは、青年の熱と力である」7）と。
　池田 SGI 会長もまた第42回「SGI の日」記念提言の始めに述べた。
「世界では今、こうした核兵器の問題をはじめ、相次ぐ紛争や急増する難民など。
多くの課題が山積しています。
　　しかし私は、人類の行く末を悲観する必要はないと考えます。
　なぜなら、青年の数だけ希望があり、未来があると固く信じるからです」（池田
207b，75頁）。
　いずれも次代を担う青年に大きな期待を寄せているのである。むろん、青年とは
年齢だけでなく、青年の気概をもつ人々の総称にほかならない。世界の人々の希望
や期待もそこにあると筆者は共感を覚える。
　本稿の冒頭で述べたが、戦争も事故・事件も自然災害さえも人間が生んだ課題で
あるとするならば、それらを解決するのもまた人間の力による以外ない。
　これからの人間が、とりわけ青年が、「人間尊厳」「生命尊厳」を根底にした確た
る人間観の確立により、自分の身の周りから平和行動の第一歩を踏み出すことが大
事であると考える。
　本稿で取り上げたテーマは大きく、まだまだこれから考察を重ねていかなくては
ならないと考えるが、原稿枚数の関係で筆を置く次第である。読まれた方々ととも
に更なる研鑽に励む所存である。　
注　
１）    法華経比喩品の文に「三界無安　猶如火宅　衆苦充満　甚可怖畏」（訓読は「三界は
安きこと無し　猶お火宅の如し　衆苦は充満して　甚だ怖畏す可し」）とある（創価学会
教学部編 (2002) 9頁）。「三界」とは ①欲界…欲望の世界 ②色界…物質だけが存在する
世界 ③無色界…精神の世界のことであり、この世のこと。本稿では、燃え盛る家に例
えられた三界（この世）の安住できない様子を表現した。
２）    東日本大震災　20（平成23）年東北地方太平洋沖地震（マグニチュード 9.0）によ
って引き起こされた大地震。この地震による死者・行方不明者合わせて 2万839人（余
震による犠牲者、関連死を含む）、負傷者629人が報告されている。死者のうち９割が
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津波による溺死である。住家全半壊約40万棟に及んだ（消防庁災害対策本部第5報、5
年3月9日）。（『現代用語の基礎知識207』207，自由国民社　639頁）
３）    200（平成3）年9月日、米国で旅客機４機が乗っ取られ、ニューヨークの世界貿
易センタービル２棟に２機が突っ込み、崩壊。さらに１機が国防総省に激突。もう１機
はペンシルベニア州で墜落した。日本人を含む計約３千人が死亡した。ブッシュ政権は
国際テロアルカイダの犯行と断定。指導者オサマ・ビンラディン容疑者らをアフガニス
タンの当時のタリバーン政権がかくまっているとして、同年0月、アフガン攻撃に踏
み切った。〈20（平成23）年朝日新聞朝刊4面掲載　『朝日新聞縮刷版第07号』572頁に所収〉
４）    ルソー『社会契約論』岩波文庫954年　桑原武夫・前川貞次郎訳 90-9頁「この宗
教〔キリスト教〕の教理は、その宗教を信じている市民が、他人にたいしてはたすべき
道徳と義務に、この教理が関係するかぎりにおいてしか、国家ならびにその構成員の関
心をひかない。その上、めいめいは、このむままの意見をもってよいのであり、それは
主権者の関知すべきところでない。なぜならば、主権者は彼岸の世界についてはなんの
権限をももたぬため、臣民がこの世においてよき市民であるならば、来世においていか
なるめぐりあわせに会おうとも、それは主権者のあずかり知らぬことなのである」と述
べている。
５）    964（昭和39）年2月2日、池田創価学会会長（当時）は小説人間革命の執筆を開始
した。その第巻の「はじめに」に書かれた言葉である。（『人間革命第巻』97，聖教文
庫7頁）
６）     203（平成25）年0月7日付聖教新聞掲載。
７）     207（平成29）年3月0日付聖教新聞掲載。
８）    『人間革命第巻』の「黎明」の章の冒頭に書かれた言葉（『人間革命第巻』97，聖教
文庫5頁）
９）     993（平成5）年月29日「新しき統合原理を求めて」と題して行われた講演。
0）     993（同上）年9月24日「2世紀文明と大乗仏教」と題して行われた講演。
）    坂本幹雄「生命論の環境思想」『創立者池田大作先生の思想と哲学』第3巻（2007年　
第三文明社86‐89頁に所収）。
2）    SGI 憲章は 995（平成7）年月23日に発表。創価学会公式サイト（SOKA net ; 
www.sokanet.jp）
3）    『第三文明』207（平成29）年１月号に転載。「あらゆる差異を乗り越え民衆の大連帯
を」と題している。
4）    国連憲章　Charter of the Unted Natons 945（昭和20）年６月26日にサンフランシ
スコで採択され、同年0月24日に発効した多数国間条約で、これにより国際連合（国
連）という国際機構が設立された。全9章、 カ条からなり、国連の目的、組織、活
動、権限、加盟の要件、加盟国の権利・義務などを定めた国連の基本法。（『現代用語の
基礎知識207』207，自由国民社234頁）
5）   持続可能な開発のための 2030 アジェンダ（SDGs）〔the 2030 agenda on Sustanable 
Development; Sustanable Development Goals〕205（ 平 成 27） 年 ９ 月 に 国 連 サ ミ
ットで採択された、6年から 30年までの持続可能な世界の実現に関する国際社会の
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共通目標。7 のゴールからなる持続可能な開発目標（SDGs）が含まれる。SDGs は
0年に採択され途上国の開発目標を定めたミレニアム開発目標（MDGs Mllennum 
Development Goals）の後継であり、経済、社会、環境の３側面の調和が図られ、
MDGs とは異なり先進国を含むすべての国に適用される。（『現代用語の基礎知識207』
207，自由国民社　245‐246頁）
6） 　 ［維摩経］に説かれている。菩薩が多くの衆生を導き救済すると、その衆生がまた新
たな衆生を導いて、尽きることがないことを、一灯をもって多くの灯を燃やすと灯は尽
きないことにたとえていう語。（『広辞苑第六版』2738頁）
7）    戸田第二代会長が 95（昭和26）年月日『大白蓮華』巻頭言に発表。同年8月
の創価学会第六回夏季講習会で発表された「班長に告ぐ」が後に「青年訓」となった。
（『人間革命　第5巻』「前三後一」の章　93‐94頁）
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